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「大橋集木園奇品」とし、「大橋 きんし南天」、「大橋白斑かなあおヒバ」、「あいの斑 ごま葉槇」を記す。 

 

オランダ本国焼と称す陶磁の盆器は、当然長崎からの舶来品である。 

大橋某は、唐物（夏物）を好み、安南、阿蘭陀、ルソン等を集め、国内では西肥上等を愛したと記される。 

 

この時代、奇樹奇草が「金生樹（金の生る木）」として持て囃されるにつれて、鉢の方も技巧を尽くしたものが多く

現れた。 

形状、文様が多種、多様となり、尾張、伊万里、有田など、各地の逸品が江戸に集まっている。 

特に染付けが多様され、今日、多くの染付鉢が残されている。 

また、赤絵の薩摩焼は、貴重品として皇室の御物として引き継がれた。 

 

集木園のその後は知り得ない。(2009.11.23) 
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